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1　 小児の心身障害予防に関する研究

研究担当者研究第1部　本 多 洋

（分担研究）

1）　小児の心身障害の発生頻度に関する調査

研究第3部　　松・　島 富之助

調査目的

　国民の資質の向上を計るためには、小児の健全育成が

最も必要であるが、そのためには・先天異常の実態を把

握し、それに対する対策を講ずることが何よりも急務で

ある。

　我衣は心身の発達に悪影響を与えると思われる疾患に

ついて、発生頻度 を算出する目的で本調査を行った。

調査方法

　一般にこれらの調査を行う方法としては

・1）　Retrospective　Study　と

　2）ProspectiveStudyの2つに分けられる。

　Retrospect亘ve　Study　は調査は容易であるが、その

児の妊娠、出産及びその後のできごとを母親などにきく

ために、記憶が不正確であって、信頼できない欠点があ

る。これに反してPrQspectiveStudyにおいては、結

論がでるのに長時間を要するという点はあるが、正確に

データがとれる長所がある。

　我々が行う調査は、愛育病院の保健指導に来所していー

る例をもとに行っているが①愛育病院において、妊娠中

から入学前までの間に一貫して保健指導態勢がとられて

いて、しかも満1才までの受診率は93％（6才で約10％）

に及び、しかも来所しない例忙ついては、往復葉魯によ・

る問い合せを行っているので・疾，患の把握率は、ほぽ

工00％である点

②対象児数が昭和33年7月1日から昭和46年3月までに

1万人の多数に上っている点　

③FoHOW　UPすることにより、疾患がより精密に鑑別

される点

から非常に精度の高いデータが得られると考えられる

が・一度に全てを分析するのは非常に労力を必要とする

のが実憎である。そこで、我々は昭和44年1月1日から、

12月31日の間に、愛育病院で出生した897例のうち、以F

後同病院保健指導部に定期的に来所した小児836例（93・2

％）について、満2才（日召和46年12月31日）まで追跡し、

て、疾患の分析を行った。

調査成績

1．疾患の発生頻度

　2年間の報告による疾患の発生頻度は、第1表の如く

である。

1）心身発達に量大な障害となる疾患：

　精神薄弱（含疑い）は5例（0．6％）てんかんは2例：

（0，2％）先天性心疾患9例（L1％）で合計22例（2ゆ％）：

であった。このほか急死が工例にみられた。

2）局所の障害となる疾患＝

斜頸が25例（＄ρ％》 ．と最も多く、．．、っいで、　ソケイ へ

層．145一・
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第1表　保健指導部受診者中の疾病。異常の発現率

　　　対象者＝昭44年1月1日～12月31日出生総

　　　数897例中来部者836例（93．2％）について

例数

　てんかん
精神薄弱

先天性心臓疾患『

斜　　　 頸

斜　　　 視

L　。C　。C

血　管　腫
ソケイヘル昌ア

その他の奇型

その他の疾患

死亡（蟷急死）

計（延） H6

　　満1r才児
％　　の障害残残存％
　　存者

O．2

0．6

夏酢1

3，0

0．6

0．6

2．7

盈，O

O．8

正，2

0．6

0．2

0．1

0．1

1．O

0

　5
　8
（死亡互）

　0
　 5．

　2

　23

　0
　3

　0

　0

　0
　0

　0

［1

0
100

88．9
0

100

40

100

0

42．9
0
0
0
0
0

ルニア8例（1、0勿）その他の奇型6例（O．7％）斜視と

LCCが各々5例（0．6％づつ）である。・

その他では、血管腫が23例（2．7％）その他の疾患が

10例（1，2％）にみられた。

2。　疾患別にみた追跡的成績

1）心身発連に重大な障害となる疾患＝

（1）てんかん＝

　2例とも新生児期にけいれんを伴ったもので、第1例

は脳が2か月半で、第2例は4か月以後に復帰してい

た。即ち、満1才の時点においては、てんかん患児は0

であった。（第2表）

　しかし、てんかんは幼児期に出現するものが多いの

で、今後の追跡的調査が必要と考える。

（2）精神薄弱：

明らかな精神薄弱児は4例b精神薄弱の疑いは1例で

ある。（第3表）

①明らかな精神薄弱児4例のうち、3例までが男児で

あり、女児が1例であり、その頻度は0．48％である。

　a）このうち2例（No・1，2）はダウソ症候群である

第r2表 E・P

No．

皇

2

性

男

男

　　　　生下時在　胎
氏　　名
　　　　体　重期　間妊　娠　時

異 常

賀○集○郎

大○和○

2，643

　ク
35週O日

34週

高位破水

琳白羅護

分　娩　時

自然分娩

仮死工～皿。

自然分娩

前期破水

膀巻頸2回

新 生児期
知能　脳波

35週早産

四肢振頓2
9日目Sun　set（十〉

アブガール指数

3→8

四肢振蜘

正常

正常

10日（＋）

　↓　
2ヵ月L5日
　（一）

4ヵ月（±）

　↓
　（一）

第3表精神薄弱

　　　　　　生下時Nα性　氏　名　父母の年令

体　重

異 常
備 考在胎期間

妊娠1分州新生児
l　Il　　　　I し 1 1 1

艦 1　　吻

囑山○．○父36母3・3’2 37週2臼・（一）

2男安○ 宏○父33 母293」8738週
　　　　　　　　　　ク

（一）

（＋）

3 男渡○俊○ 父28母26
2，765
　 ダ

39週r日2ゴ週切迫流産

微弱
’協

L才8ヵ月
　1人歩き未

VSD（一）
夏才皇ヵ月伝い歩き
L才6カ月叱るとわかる
VSD（＋）

児切迫仮死
鉗子分娩　　（一）

ユ才7カ月
現在歩行不能
発語（一）、．

2カ月E EG正常一
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4 女 中○　尚○父30母26
2，50L

　9
39週2日

（一〉

α） 中・和 蜷最 ←）

前期破水
第∬単署位一〉

牽出術
←・

撒語ω

鵡、llll三ll灘熱少

ので、418例に1例（0，24％）となり、一般にいわれる

0，15（Nelson）に比べると高率である・この頻塵につ

いては、対象児10，000例について再調査を行う予定であ

る。

　b）あとの2例のうち真例は（NQ3）1才7か月で歩

行も発語も不能であるが、分娩時に児の切迫仮死がみら

れ、鉗子分娩で出生している点が関係があるのかもしれ

ない。

　他の1例はL　C　Cを合併しているが～I　Q47（1才1

か月）でEEG（1才3か月）は正常であるoこの例
は、前期破水があり、牽出術により出生したが、仮死は

なかった。

　②精神蒋弱の疑いのあるものは1例（0ユ2％）にみら

れた。二卵性双生児のうちの1例で、しかも29週の早産

であり、未熟児綱膜症を合併して失開している。

　（3〉先天性心疾患＝（第4表）

　9例（1．1％）のうち、診断め明らか1なものは8例で

あり、

　①5例がV。SD（全体の0、6％）であり、あとはボタ

ロー氏管開存、肺齢脈還流異常症、肺静脈弁狭窄症が各

々1例である。これらの例は心電図は、前虎の門病院浅

田淳一氏及び診察は主に、国立小児病院大島正浩氏が当

った。

　②とのうち死亡例は　No7（肺静脈還流異常症、7か

月で死亡）である。予後の不明なものは2例（No4No・

8）である。

　③心雑音を新生児期に聴取したものは5例あり、4例

は生後10か月以後に聴取して発見して亨る。

　④妊娠中の経過は、正常のものが5例、異常があった

ものが4例であるが、先天性心疾患の発生する妊娠3か

月までの異常例は2例（No．4つわりが強度、No，8妊娠

3か月の時切迫流産で2か月問入院）であった。

第4表先天性心疾患（9名　L1％）

囎酩鱒繍妊娠中躾新生児期病名　予　後　卜Q障
1男庄・知2，8誌42週5日（一）正常（一）V・S・喘皆暫純　　　・●B（一）

2男藤○彰2，9。。37週4日（一）正常HerzG（＋）V・S・酷数拶G皿　　　・・B（一）

3　・清
　織血窃函㎞G（りい＄D占欝G（什）　O●B（一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヵ月目のみ来部以後東京女子医
木・壮・a74438週1蠣購正常HαzG（＋）V・S・D李覆不明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1才6ヵ月迄（心雑音）　1才4カダウソ
男安・宏鯛8ラ38週・日 （一）正常臨無V暢麟轡」大獄旦罪症候群（＋）

6女松。子鋼一←）正常←）鵜・P←）　　繋讐←）

7女鈴。子　38週5日（一）正常（一）獺購羅蠣幾羅

・女市・祐・　一鰭導正常←畷纂難弁磯暑館鑑誹常

　　　　　　　　　　　　　　　クベース5日女門・離14936翻羅昌容）正常翫G（＋）嚥音1物月（＋）r 　O’B（一）
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2）　局所の障害となる疾患

　（1）斜頸：25例（3％）にみられたが、（第5表）r

　①6か月以内k治癒したものが17例（68％）と大半を

、占め、9か月以内は23例（92％）に及んでいる。

　②治癒は自然治癒が24例（96％）であり、r手術をした

適のは1例（6か月児）のみであ巻。

　③障害の発生側は、右又は左が最も多く（各々48％

40％）両側性4％で為った。なお、部位の不明が2例あ

った。

　④分醜様弍との関係は、正常分娩例が13例（52％）惑

あったが、異常分娩の中では、骨盤位は10例（40％）と

多く、鉗子分娩が2例（8％）’ みられた。これを考按

してみると、斜頸φ発生には正常分娩や鉗子分娩の時に・

みられるのは、胎児期にすで比みられる斜頸さあるが、

骨撃倖分娩にみられるものは・上の型と分娩時の胸鎖乳

頭筋の断裂による型がふくまれるも4）と思われる。

　（2）斜視；

　2オまでの間に明らかな斜視となったものは5例（0．6

％）である。（第6表）

　①5例とも内斜視であって、外斜挽、その他の斜視は

みられなかった。

　②妊娠中の異常はみられず、分娩様式は正常が3勧、

前期破水で鉗子分娩になったものが1例・取引合娩i例

である。この他、切迫仮死が1例みられた。

③新生児期は異常のないものが4例、落陽現象のみら

れたものが1例（No4）であるが、知能の発達は正常で
ある。

第5表　斜頸の分析

1例 刺 ％

総 数1 25
100，0

男 u
44．0

女 1 14

分娩時異’常

（一）　1　131

骨盤位［　1・1
鉗　　　　子　　　　　2

障

害

部
　　両
位

右 i2

1　56，φ

1　52，・1
　　　40，0・
　　r
　　　8．O
［　48，・

左 1 1・1 40．0

側1
4．O

不 萌1’ 2
8．0

3ヵ月以内
治

癒6カ月以内1

　　－9ヵ月以内
月

　　12ヵ月以内令

玉！ 4，0

皇6

64．0

6 1
24．0

1
4．0

不 剛 L
4．0

自然治痢 24
96．0

合
併
症

（＋）
　　　5
（LCC　ヘル
昌ア2外反足。
血管腫2）

20．0

（一） 1 2・1 80．0

第6表斜 視（5例O．6％）

N碓氏名舞下塾胎瀾分撒式 縦児期・斜 視 予 後 合併症

嘱上○晃3，里撫週1日吸 引　（一） 内 2才まだ軽度をこ（十） （一）

2男松・陥283141週・日強死（一）
内

2ヵ月の時のみ記載
ヒ才8ヵ月来部
予後不明

（一）

3脳○竜02・7・438週正日繰前期（r）
内 6ヵ月O　Pあと自然治療をまつ　　（一ン

4女錦○妙3，84i40週4日正 　Su魔set常
　　（＋） 内 1才5ヵ月（±） （一）

5嬬○貴02，746138週3日正
　　　　　　　1 常　（一）　内（ごく軽い）　3才位まで様子をみて処置 （一）

④合併症は、みられなかった。
『”’

3ン1丁先天股間節脱臼（L　C　C）

第7表の如く5例のLCCがみられた。　（0．6％）

　①性別＝女児にやや多かった。（女3例　男2例）一

般に女児に多いとの報告に一致している。

（2）分娩時に骨盤位のものが3例にみられている点に注

』148一
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第了表　先天性股関節脱臼（L．C，C）

　　　　　　生下時在　胎No，性　氏名
　　　　　　体重期 賑　1分　瞬　嬬療覇治療備考

異 常

　　　　　　　　9
1男内○　　俊3，4め40週旧 （一） （一） （一） 左1年1ヵ月ギブス

2男小・　 趣日襯最騨 （一） （一） 5ヵ月半ベノレト

3女宮○郵皇5914。週4日
　　　　　　　　…

　　　　骨盤位
（一）　　牽出術
　　　　前期破水

仮死1度
3日目Sunset　右　11ヵ月ベルト
（＋）

智能
正常

4女中○　尚02，50皇39週0日 （一）　　骨盤位 （一） 左 　　　　　MentaL5ヵ月ベルトRetarded

34週早産、未熟児
仮死1度　24日聞 1才3カ月

5 女 岸○明○子 正，830 34遍3日 単瞥位 骨盤位 クベース交換輸血 現　　在 ギブス
アプガール指数 ギブス

6→亘0

目したい。

　③部位は左2例、右1例であと2例は不明である。

　④治療はベルト装着例が3例、ギブス固定が2例であ

る。

　⑤治療の時期は5例中4例までが1才1か月以内で治

療して“たが、1例（No．5）は1才3か月でまたギブス

を装着していて、以後来所していない。

　⑥知能は一5例中4例が正常、1例に遅滞がみられてい

る。

　（4）鼠銭ヘルニァ

　第8表の如く鼠膜ヘルニアは8例．（LO％）にみられ

た。

　①注別：男児7例、女児1例で、圧倒的に男児が多い

ことは、、今までの報告に一致している。

　②出現部位；右側が4例（50％）左側が2例（25％）

両側2例（25％）であったが、右側に多くみられるとの

従来の報告と一致している。

　③生下時体重は、すべて3，000タをオーバーしていて、

未熟児に出現しやすいとの報告を否竃している。

　④発見の時期は・2～3か月までであったが・いきみ

が強い時期に一致している点、興味がある。

　⑤1才以後に出現するものもあるので、今後のヘル晶

アの出現をチェックせねぱならない◇

　⑥治療は・8例中7例まで手術をうけている。手術の

時期は、2か月～11か月の間であった。1例は、2か月

までの記載のみで以後自然治療したようである。　’

　（5）その他の奇型

　第9表の如く、その他の奇型は7例（0，8％）にみられ

た。

第8表　鼠蹟（アレニア

嘩氏名騰側搬備 考

11男1福脇01亀。多1 左12カ＆1

嗣大・竜・h514剛6力馴
3［男腕○賢Q匡582！両剣10力召pI

4男田○哲03．075右 （一）

以後記」険なし、　自

然治癒～（2 ヵ月
まで）

51男1横○公○［銑3251右llO力召pI

6i男1浅○純○匡・561左／’カ8pl

7［男1上○忠OI亀・2・1宕1ろ鵠側1募弊＝斜頸（＋）

81女1一〇響OI創613i右1正0力召pi

　①奇型の種類：口蓋破裂2例（No4、NQ，5）右耳殻奇型

1例、脊髄ヘル晶ア1例、 停留畢丸 1例、短指症1例、

外反足1例である。

　②妊娠中の異常は、カルテ粉失の1例（No4）を除く

6例のうち、2例にみられた。

　月Pち、No．1　（右耳殻奇型）　をま妊娠3カ】月るこ切迫流産

がみられたo No．2（脊髄ヘルニア）は、婬娠中に母親が

トキソブラスマ症であることが判明した。

　③分娩、新生児の異常はみられなかった。

　④知能は、すべて正常である

　（6）　その他め疾患＝

その他の疾患が、2才までに発見されたものは、第10

表の如・く・10例（1，2％）にみられた。

　①疾患分類：鶏卵アレルギーは3例（No．1、23うち
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N碓氏礁下騙鵠
　　　　　　　　　　　妊

異 常

娠1分州新生児
奇型め
種　類知能備

　　合
考　　併

　　症

囑大○統03，9髭樋旧羅胸迫 （一〉

2男柴○嘉03，3164L週・嘆キソブラス　（一）

薮ブ駕脂右耳齋正常6欝で莱蔀

　　　　　　　　　　　形成の予定
後頭部腫瘤
　　（＋）脊髄ヘノレニア正常7か月OP

3男杉○和03，27639週1日　　（一） （一） （一）　停留畢丸 正常戯勢月現在

4男中○讐○凱一週2日（一） （一） （一）　口蓋破裂
　退院後来所せず、
正常→東京医歯大へ通

　院
5女佐 ◎・4ラ4・脚（一）

（一） （一） 口蓋破裂
　　（軽度）正常1才6ヵ月Op

6女田○陽02，49437週5日　　（一）　　37週早産 （一）　短指症
　1
正常 EEG●PBI礫

7女小○恵2，84gl38週4日（一）
　　　　　　　1

（』） （一）　外反足 正常4カ月治癒 斜頸

第10表曽1　その他の疾患（10名　1．2％）

Nα断名霧病　　名
欄司a論鶏卵アー晩

予 後 備 考

6才で症輝一） NaeVUSがgment

ゑ女松○明○ 3，482鶏卵アレルギー5ヵ月→ 7ヵ月で全上 兄が2才まで卵アレルギー

3男相○司1・682 鶏卵ア　ギー 牛肉ア　ギー1・カ月一L才瑚で全上二卵性双生児囎あり1

4 勇1山。並03．2623ヵ月肛門周囲鵬

　　1 OPしないで治癒． アトピー

5男小・畔6牌一4カ月？P 発見1週間後にop 膀ヘルニア

6購○耕○魯2251口唇マヒ（右）

　　　　　　　1
7男西。入。1亀4夏輪鱒（左胸）一

　　　　二I　I

6ヵ月～8ヵ月　治癒 鉗子分娩

16日目　国立小児病院でO　P2才Oヵ月
後OB 　　　　　　　　　左上腕に新しい血管腫

8　男篠○弘03，U6右股関節、骨髄炎1才8ヵ月 原因不明、治療で治癒

9男黒○韓03，n6特発性血小板測・症勃月 出血時間17分→
血小板数3．4万、1ヵ月後治癒

1・女線○美2，497麗嘩 10ヵ月現在で4回反覆
PQ且ypなどの検索はせず。 兄も5ヵ月7日で腸重積

1例は牛肉アレルギー合蹉）肛門周囲膿瘍と痔撰が各1　　　②今回の調査では、脳性小児麻痺、血液疾患、免疫不

例（No4、5）口唇マヒ1例、血管内皮腫1例　骨髄炎　　全症候群・フゴ昌一ルケトソ尿症などの疾患はみられな

1例特発性血小板減少症1例腸重積症1例である。　かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一150一
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　②血管腫（ストローベリー型）

　ストローベリー型の血管腫ほ、第1Q表の如く23例（2．7

％）にみられた。

　a）性差＝女児15例（65，2％）男児8例（34，8％＞で

女児に多かった。

　b）合併症は3例にみられたが、身体的異常の合併症

は、1例（鼠躍ヘルニア＋斜頸）にすぎなかった。

第10表一2ストローベリー型血管腫

　　　　　　　　　836例中23例（2．7％）

23列

性

合
併
癒

N「
男　8　例

女　め例

3

制
34，8

65，2

13．0

鼠膜ヘル昌ア十斜頸1例

膀ヘルニア　L例

肛門周囲膿瘍　里例

（の死亡例

　生後満1才までに死亡したものは、第11表の如く、897

例中11例（出生1，000対12．3）であった。このうち、『

　1）早期新生児期死亡は9例であり、そのうち低体重

児は8例（内1例低体重児十D1トリスミー十トキソプ

ラスマ症、未熟児7例）あとの1例は、敗血症＋髄膜炎

（No2）であった。

　2）　新生児期以後の死亡は2例（No，10，No．11）セあ

るが、死因は、No．10は突然死（窒息死）で、Nα11は

肺静脈還流異常症であった。

　（8）新生児期に問題のあづた児の予後

　新生児期に心身発達に影響のある症状例のその予後の

追跡結果は、第12表一（1），（2）のようである。即ち、

　①新生児けいれんは5例（0．6％）にみられた。（第

12表一（1））

　a）妊娠中め異常は、 5例中4例にみられた。即ち2

例は、胎盤機能不全症、1例は貧血と高血圧を合併、1

第11表　乳児死亡例

漁匡　名圏葦剥 死　亡
　令 i舞下蜜1縮i死　因 i備　考

11辻O　l女14生5・2・1 1時間 い，・1・1遡未熟 1
2ト高・　図44・列 2時間 h…1一膿盤 i醐娠中麟あり

3険・絵・子1女144・姻 夏2時問 Ia・68132週瞳拡粥全 1双児鋤児

4i加O　l坤生＆i・1 12時間 巨画・副㌣め鴇巖症 1
51陥O　I男144・呵 1日 ［U85129週1’肺拡張不全 ［
61近○あOl女144・鯛 2日 い，93・133週i鰯町全 1
71佐○　図4瓶1・261 3日 1翼遡障症中離 1
81渡○副男144・臥27L 3日 い，97gl3矧肺機能不全 隊児第2児

gl三〇　1男14生12・3・1 3日 11，986133週陪発都全 双児第2児9カ月娃娠中毒症

1・1坂○季○子i女145・4・2714カ月27日 h36Ll38週し窒威 1
111鈴・優○子1女144・刺 7ヵ月

12，625138週1講脈還流異常症 1

生下時在胎

例は妊娠中襟症であった。

　b〉分娩時異常は2例にみられた。即ち、切迫仮死2

例（No．1，No2）であり、その中の1例は鉗子分娩そあ

った。

　c）けいれんの部位は、四肢が全例（四肢＋顔面2

例〉であるσ

　d）けいれんの持続日数は、5日間以内であった。

　e）脳波所見は新生児期に正常のもの3例であった

が、あとの2例も2か月及び6か月で正常となった。

　f）知能は全例正常である。

　②落陽現象をみたものは2例（0，24％）であった。

　a）落陽現象の治癒期間：1例（No．2）は、9日目
に1日だけSunset（＋）で眼球振盈を合併していたが、

あと治癒した。他の1例は、2か月まで（＋）、 以後（一）

となった。

　b）妊娠中の異常1例（Nα2）は、34週で破水し
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第量2表　新生児期に間題のあった児とその後の予後　（1）

No．性　氏 名
生下時在

体重期－

胎 異 常1
障害、持続

間妊剣分娩『．新生児部位日数
’　E　・　’予後　合

　E　　　併備考
　6　知能症

　1男　渡○英○
翌
塚2男山○暁○

貌
ん　3男　北○総○郎

1漏39週4日篶盤雛仮死黙携四肢・一魏正常正常（一）

3，副42週5日胎徽駒迫仮死けいれんr内肢
不全 分娩停止（2日間）下顎　0～4日目　正常　正常（一）

1・94239週1・構機能（一）けし・れん四肢3日脇正常正常（一）

4男　三〇祐○ ’i58633細講毒（一）けいれん巴肢噸驕轡正常（ら）騨仮

5女会○かQり3，47239週3日（一） ぐ一）けいれん錨1日臨潔正常（＝）騰ん
→E。P

新生児期に間題のあった児とその後ゐ予後1、（2）

落
陽
現
象

新
生

児
敗
血
症

左
鎖
骨
骨
折

No・性，氏　　名
生下時在』”頒

体重期　間妊’

異 常 ビリル交換治

抜1分刎縦児ビン騰血日
　　　　kafein羊水混濁Statz
　　（惜）多量

癒亭
　E知能合併症数　●
　G

【男　岩○壮○ 幽，＿霧紳鵡灘1欝ω
　ダ2，69540趣日 （一）

2男　賀○集○郎

No姓　氏 　甲名
生下時在　・胎

体重期　間妊

異 常

抜1分娩1新生児程 度

夏女　窪○久○ 　ク2，23438週6日．貧 血

障害　　　　亭
　　　治癒、月令　E知能合併症
　　　　　　　　6

羊水混濁　胎盤機能不Vicclllin2週新生児室
　　　　　　　　　　　　↓
贋巻頸1回全症候群　服

濠下騨妊

用譜騰正常正常（一）

No．性　氏 名
異 常 障害　治癒
娠1分娩1新生児程度月令 合併症　　備考

正女　原○珪○子 　9　　　　　　　吸引分娩
3，26839週更日切迫仮死 膀巻頸

ゆるく1回
ヒビが
入った1ヵ月6日　（一）

た。．

　g玲脚時異常は2例ともにみられ、羊水混濁1例、

高位破水、過強陣痛を伴ったもの1例ある。

d）新生児期 ＝2例とも異常があり、仮死1～2は 1
例、他はカフ暑一ザッツ大愛に嘔吐した。

　e）e血清ビリ ルビン値は高くなかった。』

　f）EE（葬ま1例正常、』1例異常であったが経過を辿

るうちに正常犀なった。

rg）知能はと硫聯で・合併愈まな かった．

、愈新生児敗血症は1例にみられたが、生後26日で治癒

し、知能も正常である。

④左鎖骨骨折は1例に遜られたが、1か月で治った。

、

結．論

　小児心身の発達に悪影響を与えることが予測される先

天性奇型などの疾患の発生頻度を第出する目的で、昭和

44年1月1日から44年12月激日までQ間に、愛育病院で

出生し・以後満2才になるまで・同病院保健指導部に来

所した小児836例に？き、疾患を分類し、併せて満1才

における疾患の残存率をみた結果、

1）精神薄弱児は5例（0，6％）、先天性心疾患9例

（1ユ％）てんかん2例（0，2％）の発生頻度であった。

2）局所の障害のうち、主なるものは斜頸25例（3．0

％）が最も多く、 」ついで鼠践ヘルユア8例（し0％）斜
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視5例（0，6％）先天股脱5例（0．6％）その他の奇型7

．例（0，8％）がみられた。

　3）　満1才の時点における疾患の残存率をみると、精

神薄弱児及び斜視は変らず・先天性心疾患は1例減少

（死亡のため）、先股脱は3例減少（2例残存）した。

しかし、てんかん、斜頸、鼠践ヘルニアは0となった。

4）新生児期にけいれん、落陽現象などの症状をなし

た7例は、満1才の時点で、心身共に正常であった。

　今後、愛育研究所保健指導部にある満1才以上まで

follow　upされたカルテ10，000枚について・同じ方法に

より、先天異常型及び異常例の分析を行う予定である。

（分担研究）

　　　2） 新生児期の異常の追跡的研究

研究第2部小泉武宜

調査目的

新生児養護、周産期管理は産科医、小児科医及び行政

機関の努力によって、著しく改善されてきた現在でも、

周産期死亡率また将来現われるかもしれない肉体的また

は知能的障害の問題が種々残されている。

　そこで新生児期におこった新生児の問題点とそれが、

その後にどのようによくなっていくかをみる目的で調査

を行った。

　乳幼児期に及ぼす影響を検討しながら・周産期管理改

善をはかってゆ きたい。

調査方法

1）対象

　昭和46年1月1日から12月3工日迄に、愛育病院で958

人の産婦から生れた964例（男47ユ人・女493人）が調査

対象となづている。なお第一呼吸がなく、分娩室より新

生児室に移される事なく死亡が確認された者は今回の対

象から外した。

第1表　母の年令と在胎期問

項目

人数　　　 丁／N
　　　T　　　　　　（％）

＄ ♀

母
の
年
令

在
胎
期
間

2・才編1 ・1・ll ・1 O

2ρ一29才167617α113321 344

3・一34才121・1 2L811・・［ 110

35～才1781亀11139［ 39、

～27wI ・1 ・ll ・1 o

28－32wl 31α31
11

2

33－37wl93巨71461 47

38－42wレ85818軌・iI4L9［ 439

43～wl　i。い・・II
51

5

合 計NI　g64いQ・ll．47【1 493

2）調査方法

前記調査対象児の新生児カルテ、保健指導部カルテに

より集計を行った。

研究結果及ぴ討論

　1）母の年令、児の在胎期間を第1表に、母の既往歴、

経産歴を第3衷に掲げたが・これらの組合せの中から分

娩及び児の異常に関係があると思われる20才未満の産婦

及び高年初産婦についてみると、20才未満の産婦は認め

られなかった6高年初産に関しては、30才～34才の初産

婦54例・35才以上の初産婦が18例・これらの内・帝王切

開の適応となったものが30才～34才6例、35才以上3例

であった6また・当病院の初産／雛比から地域管理病

院の傾向がうががわれる6

第2表　母既往と経産歴と栄養方法

項目

人数　　　 丁／N
　　　T　　（％） δ ♀

母

疑

往

経
産
歴

栄
養
方
法

流早産1178い亀511g・1 88

燃児圏 8［α8”
5［ 3

T・B
14 ・511

71
7

梅 劃 31軌31i－2［ 1

初 産476149・41235124止
経

産［ 4881
5α6112361252

母
乳1 822

8凱3
13971425

混合乳い11111・5116・／ 51

人工乳13q凱21／141 17

合計Nl　g641・・1レ47LI493
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